
プログラム 

 

 

開会の辞  9:20〜9:25        有阪 治 （獨協医科大学小児科学） 

 

一般演題１（演題番号 1〜4） 9:25〜10:05 

             座長 小山さとみ（獨協医科大学小児科学）  

  

1.極低出生体重児に対する脂肪製剤の投与と炎症の検討 

◯市川純子 1）、市川 剛 1）、坪井弥生 1）、栗林良多 1）、渡部功之 1）、 

 西連地利己 2）、鈴村 宏 1）、有阪 治 1） 

 獨協医科大学小児科１） 獨協医科大学公衆衛生学２） 

   

2. バルプロ酸内服によりカルニチン欠乏症を呈した 6歳男児例 

 ◯渡部功之、藤澤正英、市川 剛、坪井龍生、今高城治、鈴村 宏、有阪 治 

  獨協医科大学小児科 

 

3. 食物アレルギー児とその家族に対する食物アレルギー教室の有用性 
  について  

 ◯齊藤克枝 1,9)、吉原重美 2,9)、石川亜希子 1,9)、松本千賀子 1,9)、福田啓伸２,9） 

    有阪 治 2)、池内寛子 3,9)、近藤彩子 4,9)、飯田悦子 5,9)、川田容子 6,9) 

  中田智子 7,9)、太田康雄 8,9)、直井利江 8,9)、佐藤 芳 8,9) 

   獨協医科大学病院栄養部 1）、獨協医科大学小児科 2）、県立岡本台病院 3）   

  とちぎリハビリテーションセンター４）、小山市教育委員会５） 

  栃木県栄養士会福祉協議会 6）、栃木市教育委員会 7） 

  株式会社療食サービス 8）、栃木 Food allergy Care 研究会 9） 

 

4.キッズスポーツに見られた性腺機能低下、味覚障害を有する亜鉛欠乏症の 5例 

  ◯酒井一樹 1)、西山宗六 1)、田中康介 1)、當房浩一 1)、緒方美香 2)、小川 尚 3) 

   尚絅大学生活科学部栄養科学科 1）国立病院機構熊本医療センター小児科 2） 

   熊本機能病院神経内科 3） 

 

 



特別講演  10:05〜11:05   

   「子宮内環境と生活習慣病」  

           座長 児玉 浩子（帝京平成大学健康メディカル学部 

                                健康栄養学科） 

           演者 杉山 隆 （東北大学病院周産母子センター教授） 

 

休憩  11：05〜11:20 

 

一般演題 2 (演題番号5−7) 11:20〜11:50 

            座長 酒井 一樹（尚綱大学生活科学部栄養科学科） 

 

5. 学童期のインスリン抵抗性の実態と BMI・肥満度・脂質・リポ蛋白パラメー

タとの関係について：コホート解析 

  ◯市川 剛 1）、刈屋 桂 1）、西連地利巳 2）、有阪 治 1） 

   獨協医科大学小児科学1）、獨協医科大学公衆衛生学2） 

   

6. 日本人小児および成人女性における一日ヨウ素摂取量の推定 （優秀演題） 
  ◯當房浩一、酒井一樹、田中康介、小西治子、西山宗六 
   尚絅大学生活科学部栄養科学科 
 

7. 小児がんによる長期入院の患児・家族の QOL 向上を目指した 
 「親子カフェテリア」の取り組みについて 

○西本裕紀子 1)、森元明美 1)、加嶋倫子 1)、岸谷光純 1)、田中はるみ 2) 
   椿野幸美 2）、安井昌博 3）、井上雅美 3）、惠谷ゆり 1）4）、位田 忍 4） 
     大阪府立母子保健総合医療センター  
     栄養管理室1）、看護部2）、血液・腫瘍科3）、消化器・内分泌科４） 

                      

 ランチョンセミナー 12:00〜12:50 

   「生活習慣病の起源と予防対策」 

               座長 市川 剛（獨協医科大学小児科） 

               演者 菊池 透（埼玉医科大学小児科教授）  

 



       

教育講演  13:00〜13:50   

   「食べる機能の発達と障害」 

           座長 有阪 治（獨協医科大学小児科）          

       演者 田村 文誉（日本歯科大学教授 口腔リハビリテーション    

             多摩クリニック口腔リハビリテーション科科長） 

 

一般演題３（演題番号 8〜10） 14:00〜14:30   

        座長 高増 哲也（神奈川県立こども医療センター  

                                                     アレルギー科） 

8. ビタミン D・Ca強化牛乳の１２か月間投与による安全性と骨密度への影響 

   ◯田中康介 1)、酒井一樹 1)、當房浩一 1)、鈴木光幸 2)、柳田かえで 3)、 

    西山宗六 1)   

    尚絅大学生活科学部栄養科学科1）、順天堂大学医学部小児科2）、 

    柳田クリニック3） 

 

9. プロバイオティクスによる小児肥満対策に関する検討 （優秀演題） 
  ◯永田 智1)、千葉幸英2)、山城雄一郎2)、朝原 崇3)、野本康二4) 

    東京女子医科大学小児科1）、 

    順天堂大学大学院医学研究科プロバイオティクス研究講座２） 

    ヤクルト本社中央研究所3） 

 

10. 低体重出生が児の発達・情動性・学習能に及ぼす影響 

   ◯竹森久美子 1)2）、宮本あんな 2）、松尾拓哉 3）、巽 都香紗 2） 

    米谷 俊 1）2） 

近畿大学農学部食品栄養学科 1）、近畿大学大学院農学研究科応用生命化

学専攻 2) 、近畿大学医学部情報システムセンター3) 

 

休憩  14:30〜14:50 

 

 

 

 



 

シンポジウム 14:50〜16:30  

「子どもを取り巻く栄養と健康の問題」  

             座長  位田 忍 

           （大阪府立母子保健総合医療センター消化器・内分泌科） 

１）学校給食の食物アレルギー対応と食育推進の課題  

            宇都宮市立岡本北小学校学校栄養職員   江連俊明 

２）妊婦と出生児の体格、出生後の成長発達の関連   

             自治医科大学小児科・総合周産期母子医療センター  

                                 河野由美 

３）サプリメントの健康への影響    

            獨協医科大学小児科学               小山さとみ 

４）ビタミンＤ欠乏症の現状と対策   

            獨協医科大学小児科学                有阪 治 

 

第１２回日本小児栄養研究会優秀演題受賞式（16:30〜16:40） 
 
☆ 「プロバイオティクスによる小児肥満対策に関する検討」  

  永田 智   東京女子医科大学小児科 

 
☆ 「日本人小児および成人女性における一日ヨウ素摂取量の推定」  
   當房 浩一  尚絅大学生活科学部栄養科学科 
 
閉会の辞 16:40〜16:45 
 
 研究会終了後 17:00より栃木県総合文化センター ギャラリー棟 2階 
ORIENTAL CAFE & BAR LOKANTAにて懇親会を予定しております。 
 皆様のご参加をお待ちしています。 
 


